
    

美
し
い
紅
葉
の
時
期
が
す
ぎ
ま
し
た

ら
、
一
気
に
冬
景
色
と
な
り
ま
し
た
。 

 

枯
葉
が
、
真
横
に
舞
う
風
景
を
窓
越

し
に
眺
め
な
が
ら
、
つ
い
こ
の
あ
い
だ

の
猛
暑
が
、
昔
話
に
思
え
る
か
ら
不
思

議
で
す
。 

◇
一
一
月
の
活
動
報
告 

 

さ
て
、
十
一
月
の
探
偵
団
は
、
自
然

細
密
画
の
木
村
修
氏
に
ご
指
導
を
願
い
、

七
名
で
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
を
描
き
ま
し
た
。 

 

今
年
のbirds in art 

に
日
本
人
二

人
の
入
選
者
の
う
ち
の
お
一
人
、
木
村

氏
の
作
品
が
、
ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の

art m
useum

発
行
カ
タ
ロ
グ
上
に
て

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
作
品
に

は
オ
オ
ル
リ
の
羽
根
と
ヤ
マ
ネ
の
小
さ

な
物
語
が
か
く
れ
て
い
る
、
自
然
界
の

胸
打
つ
一
場
面
で
す
。 

 

あ
み
ん
本
棚
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ゆ

っ
く
り
ご
覧
下
さ
い
。 

み
な
さ
ん
異
口
同
音
に
、
え
っ
？
？ 

写
真
？
？
と
お
っ
し
ゃ
る
、
実
に
精
密

で
、
温
暖
湿
潤
の
空
気
ま
で
感
じ
ら
れ

る
、
す
ば
ら
し
い
一
枚
で
す
。 

 

そ
し
て
今
回
、
そ
の
木
村
修
団
長
に

ご
指
導
い
た
だ
い
た
、
全
員
素
人
の
テ

ン
ト
ウ
ム
シ
を
、
ご
披
露
し
ま
し
ょ
う
。  

 

最
初
は
皆
不
安
で
し
た
が
、
ど
の
作

品
も
驚
く
ほ
ど
の
で
き
ば
え
で
し
た
。 

      
                            

                            
      

◇ 

十
二
月
の
探
偵
団
活
動
ご
案
内 

〈
火
と
水
の
、
冬
の
い
ざ
な
い
〉 

 

戸
高
雅
史
さ
ん
の
ご
案
内
で
、
山
中

湖
畔
か
ら
、
西
丹
沢
源
流
、
そ
し
て
高

指
山
の
短
い
コ
ー
ス
を
、
焚
き
火
を
囲

み
、
沢
の
水
を
な
が
め
て
、
ゆ
っ
く
り

歩
き
ま
し
ょ
う
。 

 

師
走
だ
か
ら
気
忙
し
い
と
お
っ
し
ゃ

る
あ
な
た
、
今
年
こ
そ
は
、
い
つ
も
と

ち
ょ
っ
と
ち
が
う
、
こ
こ
ろ
豊
な
師
走

に
出
逢
い
ま
せ
ん
か
？ 

 

山
麓
探
偵
団
、
今
年
最
後
の
、
み
な

さ
ん
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
！ 

・ 

十
二
月
十
一
日
（
土
）
の
み 

・ 

集
合
＝
朝
９
時 

 

・ 

森
の
喫
茶
室
あ
み
ん 

・ 

参
加
費
＝
２
３
０
０
円 

・ 

持
物
＝
昼
食
・
行
動
食
（
お
や
つ
）・

雨
具
・
マ
イ
カ
ッ
プ
・
防
寒
着
な
ど 

・ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
三
日
前

ま
で
に
、
電
話
か
メ
ー
ル
で
お
願
い

し
ま
す
。 

■
□
■
□
■
□
■
□
■
□
■
□
■
□
■ 

尚
、
来
年
一
月
の
探
偵
団
は
、
伊
藤
浩

美
団
長
で
、
一
月 

二
十
日
（
木
）
二
十

二
日
（
土
）
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
三

が
日
過
ぎ
に
、
詳
し
い
予
定
を
郵
送
し
ま

す
が
、
真
冬
に
こ
そ
愛
で
る
山
麓
を
、
み

な
さ
ん
乞
う
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 
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行
＝ 

山
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探
偵
団 

事
務
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山
梨
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中
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六
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